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第 3 章では，金 (011) 結晶を例にとり，結晶の厚さと焦点外れ量を調整することで原子の位置を
正しく示すことのできる傾斜照明結像法を提案し，この結像法は特に照射電子の部分的コヒーレンス
の影響を受け難いという点で格子欠陥の原子構造の観察に適していることを示している。
































(3) 格子欠陥の挙動を TV カメラを用いて原子レベルで動的に観察し，不整合双品境界部の移動に伴
う双品の形成や消滅過程，各種転位のすべり運動や転位聞の相互作用，結品粒界の移動等を観察し，
解析している口
以上のように本論文は，高分解能電子顕微鏡を用いて金結品中に合まれる格子欠陥の原子構造と動
的な性質を明らかにしたもので，電子顕微鏡学は勿論のこと広く応用物理学に貢献するところが大き
Po よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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